
レポート：可逆プログラミング言語 ROOPLのインタープリタの実装

進歩状況：

・様々な文献調査。

・可逆計算とは、計算過程において、どの状態からもその直前と直後の状
態が一意に決まる計算モデルという事を理解。

プログラム：字句解析器、構文解析器、式、文を評価する関数まで完成。

やること：・PISAオンラインインタプリタ PHPISAや Janusインタプリタ
を実行する。
・様々な文献を読む。
・可逆プログラミング言語の処理系について調べる。・SRL2RLについてま
とめる。
・他の可逆プログラミング言語について調べる。
・ROOPLのサンプルプログラムを作成、実行。
・可逆プログラミング言語の処理系の実行。(計画)実装の手順としては,

１．データ型の定義
２．字句解析器と構文解析器の実装
３．インタープリタの実装
４．Pretty-printerの実装
５．トップレベルの関数の定義
の順番で作成する予定。
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